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地球科学者と行政担当者の相互理解による災害軽減をめざす
Collaboration beyond the difference between science and government

山岡耕春 1∗

YAMAOKA, Koshun1∗

1 名古屋大学環境学研究科
1Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University

行政や社会はアクションを起してこそ意味がある。そのために科学の知見を取り入れた判断・決断が必要となる。一
方科学は、学術的研究によって人類の知見を広げ、深めていく。そのためいったん得られた結論でさえも、その後の研
究によって覆されることもある。その結果、科学の成果を社会や行政に取り入れる場合，社会や行政が求めるイチかゼ
ロかの判断・決断との不整合が顕在化することが多い。また地球科学の分野においては、社会や行政の前提とする時間・
空間スケールと地球科学の扱う時間・空間スケールの違いによる不整合も顕在化する。科学や行政に携わる人たちは、こ
のようなお互いの違いを理解し、協力し合う必要がある。
　以下に、具体例として、火山噴火予知，地震発生の長期評価について考える。
　火山噴火予知は、科学と社会・行政との関係が比較的うまく機能している。その最大の理由は，「顔の見える距離」

であろう。火山の防災は、日本では気象庁の火山活動関連の情報をもとに避難が行われる。その手法や情報の妥当性に
ついては火山噴火予知連絡会で行政と研究者が同席する場で議論される。地質学から地球物理学までの分野の研究者が
網羅され、多面的な検討が行われるとともに、学会においても議論がなされる。気象庁においても比較的狭い範囲の人
たちが長期にわたって関係している。個別火山においても科学者の献身的な取り組みにより地元行政と研究者間の顔の
見える関係が作られている。
　地震の科学を直接社会に活かす役割をしているのが地震調査研究推進本部（地震本部）である。しかし、火山噴火

予知と異なり、地震は研究者の人口も多い。地震調査委員会の各部会等では比較的長期間委員をする研究者が多いもの
の、地震本部の事務局は約２年毎に交代し、全体として顔の見える関係が保ちにくい。地震本部からこの状態なので、科
学者と社会との距離が近くなることは困難である。さらに地震研究者の大半は大都市（特に首都圏）にいるため、県に
よっては国からの公式な情報以上の情報が自治体の防災担当者に届きにくい。
　火山噴火予知に関し，社会からの要請にもとづいて火山噴火予知連で検討されて作られたのが「噴火警戒レベル」で

ある。これはレベル設定が住民の避難行動を一対一に対応する様に作られている。これは科学的にはあきらかに背伸び
をした情報であり、導入に慎重な意見もあった。現在は，安全側の運用で役立っている。例えば、2011年新燃岳の噴火
は直前にまったく前兆が捉えられなかったが、前年の活動後にレベル２の情報が維持されたため、人命が失われること
はなかった。
　地震発生の長期評価や強震動予測図は、1995年の阪神淡路大震災後，全国で発生する地震について網羅的に評価す

るという社会からの要請に答えるためにめざしたものである。予測は固有地震モデルに基づいている。地震の長期的な
発生確率を評価するとしたら、現時点で用いることの出来る最善の手法であろう。行政がこのような予測を行う場合，国
民に対する責任から、全国隈無く評価することになる。その結果として科学的に不確実な部分も、ある種の割り切りに
よって答えを出す必要に迫られる。東北地方の太平洋沖については，過去の地震発生履歴に基づき領域を分割し、それ
ぞれについて固有地震の考えを当てはめていた。それぞれの固有地震をアスペリティに対応させるという科学的裏付け
の努力はされていたが、アスペリティの相互作用を取り入れることができていなかった。相互作用は、臨界現象につな
がる本質的な物理であり、2011年東北地方太平洋沖地震を評価の枠組みの中に取り入れられなかった原因の本質である。
震災後，「東北地方太平洋型」として評価には取り入れられているものの、基本的な評価の枠組みは元のままである。こ
れらを防災に活かすためのアクションについては，内閣府や地方自治体にゆだねられている。
　以上の２例は、社会の要請、行政の施策、科学の実力との間で生み出されたものである。社会の防災に活かすため

の仕組みを作ろうして，科学の実力との間にギャップが生じている例である。社会や行政がアクションを起こさなけれ
ば防災に役立たない。効果的なコミュニケーションを通じて，我々が生み出したものを継続的により良いものにしてい
く努力が必要である。
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U10-02 会場:メインホール 時間:5月 1日 09:45-10:15

Space Policy in Japan after new decision system
Space Policy in Japan after new decision system
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In 2012, decision system on space policy in Japan changed. Since then, new space policy has been decided under the super-
vision of national committee on space policy. In this talk I will introduce the structure of this new system and vision of space
exploration of our country in the next decade.
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U10-03 会場:メインホール 時間:5月 1日 10:15-10:45

地球惑星科学と行政の関わりー海洋科学の立場から
The relationship between Earth and Planetary Science and polyiics from the stand point
of oceanography

小池勲夫 1∗

KOIKE, Isao1∗

1 琉球大学
1University of Ryukyus

Ocean political issue is one of the most critical issues in
recent Japan including continental shelf, recources, fishing,
conservation of living resources, and ottal environment of the Earth.
Science has been required to give contribution to policy making, which
means that to keep balance is important for us. I will discuss the
situation of science in recent Japanese ocean politics and how we should go.
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U10-04 会場:メインホール 時間:5月 1日 11:00-11:30

地球環境への横断的アプローチと”Future Earth”
Transdisciplinary approach for global environment and Future Earth

安成哲三 1∗
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1 総合地球環境学研究所
1Research Institute for Humanity and Nature

The global environmental studies are now required to make progress toward global sustainability and futurability of the earth
system. RIHN is now stepping forward to transdisciplinary approach for tackling these issues. This approach involves strong
collaboration with the international Future Earth initiative. We also emphasize the importance of Asia-Pacific region as a complex
tectonic-environmental hot spot region on these issues.
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U10-05 会場:メインホール 時間:5月 1日 11:30-12:00

科学者と行政・社会の関係
Relationship between scientists and government - public

横山広美 1∗

YOKOYAMA, Hiromi 1∗

1 東京大学大学院理学系研究科
1Department of Earth and Planetary Science

科学者は行政・社会にどのように発言すべきかについて考えます。

キーワード: 科学者,行政,社会
Keywords: scientists, goverment, public
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U10-06 会場:メインホール 時間:5月 1日 12:00-12:30

地球惑星科学と社会・行政
Earth science, community, and government

永原裕子 1∗

NAGAHARA, Hiroko1∗

1 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
1Dept. Earth Planet. Sci., The Univ. Tokyo

Earth and planetary science stands on a special position between natural science and the community and government, which
in turn means an importance of our community from both sides. We have encountered various difficulties in March 2011, when
our words gave a great influence on community and we had flustration how we presented scientific results that might have caused
social confusion. We will discuss how Earth and planetary sicence keep good distances from social community and government
and how we should play our role.

キーワード: 地球惑星科学,社会,行政
Keywords: earth and planetary science, community, government
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